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遺
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７
　
遺
跡
及
び
木
衛
出
土
遺
構
の
概
要

世
良
田
諏
訪
下
遺
跡
は
大
間
生
局
状
地
末
端
の
低
台
地
上
に
位
置
し
、
北
側

に
石
田
川
が
東
南
流
す
る
。
現
状
は
起
伏
の
な
い
平
坦
な
地
形
で
あ
り
、
水
田

や
牛
芽
な
ど
の
畑
作
が
行
な
わ

れ
て
い
る
。
調
査
は
第
二
工
業

団
地
造
成
に
伴
う
発
掘
調
査
で
、

調
査
面
積
は
用
地
面
積
二
五
万

∬
の
内
、
緑
地
化
さ
れ
る
六
七

〇
〇
笛
を
除
い
た
面
積
で
あ
る
。

こ
の
地
域
は
仁
安
三
年

（
一

一
六
八
）
に
新
田
義
重
よ
り
義

季
に
譲
ら
れ
た
新
田
庄
の
郷
の

一
部
と
想
定
さ
れ
、
周
辺
に
は
中
世
新
田
氏

一
族
関
係
、
近
世
徳
川
氏
関
連
の

遺
跡
が
多
い
。
西
方

一
・
五
血
に
総
持
寺
、
西
南
方

一
�
に
長
楽
寺
や
世
良
田

東
照
宮
、
○

・
五
血
に
は
船
田
館
跡

。
今
井
城
跡
な
ど
が
存
在
す
る
。
ま
た
、

西
方
に
は
歌
舞
伎
遺
跡

・
三
ツ
木
遺
跡
な
ど
の
古
墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
の
集

落
跡
や
小
角
田
古
墳
群
な
ど
が
存
在
す
る
。
当
遺
跡
も
世
良
田
四
十
八
塚
と
し

て
知
ら
れ
、
明
治

。
大
正
時
代
に
は
ま
だ
装
丘
を
残
す
も
の
が
多
く
あ

っ
た
と

い
う
が
、
そ
の
後
の
開
発
に
よ
る
削
平
の
た
め
、
調
査
に
入
っ
た
時
点
で
調
査

地
域
内
に
墳
丘
を
残
す
も
の
は

一
基
の
み
で
あ

っ
た
。
発
掘
調
査
の
結
果
は
、

帆
立
貝
式
古
墳
四
基
、
円
墳
六
七
基
と
、
予
想
以
上
の
古
墳
群
が
検
出
さ
れ
、

円
筒

・
形
象
埴
輪
な
ど
多
く
の
貴
重
な
資
料
が
得
ら
れ
た
。
こ
の
他
、
古
墳
時

代
後
期
の
竪
穴
住
居
五
棟
、
平
安
時
代
の
館
跡
及
び
竪
穴
住
居

一
四
棟
、
平
安

時
代
初
期
の
洪
水
に
よ
り
埋
没
し
た
水
田
跡

・
畑

。
用
水
堀
な
ど
を
検
出
し
て

い
る
。
中
世
以
降
で
は
溝
と
土
坑
が
多
く
、
大
半
の
溝
が
浅
く
直
交
す
る
も
の

で
畑
や
水
田
な
ど
の
地
境
と
思
わ
れ
る
。

木
簡
を
出
上
し
た
溝
は
、
調
査
地
域
の
南
寄
り
に
位
置
し
、
南
西
か
ら
北
東

方
向

へ
一
八
六
ｍ
流
れ
、
途
中
で
北
に
大
き
く
屈
曲
し
石
田
川
へ
と
向
か
う
が
、

末
端
は
氾
濫
原
の
中
に
消
え
不
明
瞭
と
な
る
。
南
西
側
は
調
査
区
域
外

へ
抜
け
、

方
向
と
し
て
は
世
良
日
の
中
心
地

へ
向
か
っ
て
い
る
。
溝
幅
は
四
ｉ
七
ｍ
、
深

さ

一
・
六
を
二

・
二
ｍ
を
測
り
、
全
長
二
五
三
ｍ
を
調
査
し
た
。
木
簡
は
緩
か

友
流
水
に
よ
り
流
さ
れ
た
よ
う
な
状
態
で
、
ほ
ぼ
底
面
か
ら
五
Ｏ
ｃｍ
以
内
の
堆

積
土
中
か
ら
検
出
さ
れ
て
い
る
。
総
数
四
三
九
点
で
、
形
態
は
大
半
が
上
端
部
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を
圭
頭
状
に
し
、
左
右
両
側
に
切
り
込
み
を

一
段
か
ら
三
段
入
れ
る
も
の
も
あ

り
、
下
端
部
は
削
り
尖
ら
せ
て
い
る
。
他
に
木
皿
二
点
、
板
草
履
七
点
、
曲
物

の
底
板
や
折
敷
等
の
破
片
も
出
土
し
て
い
る
。
し
か
し
、
土
器

・
陶
器
類
等
の

出
土
は
少
な
く
、
常
滑
三
筋
重

。
大
甕

・
鎌
、
在
地
産
と
思
わ
れ
る
鉢
な
ど
僅

か
な
破
片
が
出
土
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
溝
の
年
代
を
推
定
す
る
と
常
滑
三

筋
壷
の
口
縁
部
形
態
、
甕
で
は
日
縁
部
の
縁
帯
が
幅
広
く

「
引
」
形
状
を
呈
し

て
い
る
こ
と
や
鉢
の
形
態
な
ど
か
ら
、
常
滑
編
年
Ⅲ
期
後
半
と
考
え
ら
れ
る
。

明
ら
か
に
他
の
時
期
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
埴
輪
以
外
に
は
無
い
た
め
、
こ
の

溝
は
ほ
ぼ

一
四
世
紀
前
半
の
所
産
と
し
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

字

令
大
日
如
来
」
の
種
子
）
を
付
け
る
も
の
が
三
二
点
見
ら
れ
る
。
他
に

「南
無

阿
弥
陀
仏
」
が
四
点
、
梵
字
の
み
が
書
い
て
あ
る
も
の
三
二
点
で
あ
る
。
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「南
元
大
日
如
来
」
が
最
も
多
く
、
明
瞭
な
も
の
だ
け
で
五
四
点
、
部
分
的

に
判
読
で
き
る
も
の
を
入
れ
れ
ば
大
半
が
こ
れ
に
属
す
る
。
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